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第 20 回 国際見虫学会議 は， イ タ リ ア 中部 の フ ィ レ ン

ツ ェ で 1996 年 8 月 25�31 日 に 開催 さ れた 。 こ の会議 は

4 年 に 1 回開催 さ れ る 見虫学関係 の最大の学会であ る 。

科学技術庁 の科学技術振興調整費 「重点基礎」 の予算 を
得て 参加す る 機会 を 得た の で， 会議の雰囲気 と 印象 を述
べて みた い。

フ ィ レ ン ツ ェ は 13 世紀以降商業 の 中 心地 と し て 栄 え ，
15�16 世紀の ル ネ ッ サ ン ス の 発祥 の 地 と し て 知 ら れ て
い る 。 ミ ケ ラ ン ジ エ ロ や レ オ ナ ル ド ・ ダ ・ ヴ イ ン チ な ど
多 く の芸術家や科学者 を生みだ し た と こ ろ であ り ， 石造
り の 巨大 な 教会や宮殿が市 内 の 各所 に あ る 。 過去の繁栄

を示す芸術品が数多 く 残 さ れて お り ， 街全体が美術館 と

呼 ばれ る 歴史 と 芸術の都で あ る 。

会議 リ ス ト に 登録 さ れ た 参加者 は 80 か 国， 約 2 ， 750
名 (以下， 1 桁の数字 は 四捨五入) に 及 ん だ。 参加者 の
多 い 国 は ア メ リ カ 510 名， イ タ リ ア 330 名， 日 本 300
名， イ ギ リ ス 210 名， ド イ ツ 200 名， フ ラ ン ス 120 名，
ブラ ジ ル 110 名， オ ー ス ト ラ リ ア 90 名， ス イ ス 80 名，

韓国 60 名， 中 国 50 名 な ど で あ っ た 。 一方， 参加者が 5
名以下の 国 は 42 か国， そ の う ち 28 か国 は l 名の参加者

であ っ た 。

会議 は市の中心部 に あ る 大会議セ ン タ ー お よ び隣接 し

た 会場で行わ れ た 。 毎 日 8 時 と 14 時 の 2 回， 大 ホ ー ル
に お い て 招待講演 に よ る シ ン グ ル セ ッ シ ョ ン が 45 分間
行わ れ， そ の 後 9�13 時， 15�19 時 に シ ン ポ ジ ウ ム ，
ワ ー ク シ ョ ッ プ， 一般発表が 17 会場で行わ れた。 こ れ

ら の 発表 は 24 部門 に 分 け ら れ， そ の 内容 は 次 の と お り
であ る 。

分類 ・ 系統発生学， 昆虫 の 多様性 と 生物地理学， 形態

学 と 微細構造， 発育 と 増 殖， 生理学 と 生化学， 神経科
学， 免疫学， 遺伝 と 進化， 分子生物学 と 遺伝子工学， 生

態学 と 個体群動態， 特殊環境昆 虫 学 (洞窟 な ど) ， 行動
学， 社会性昆虫学， 養蚕学， 農業昆虫学， 森林昆虫学，
熱帯昆虫学， 貯穀昆虫学， 毒物学 と 薬剤抵抗性， 天敵 と
生物防除， 見虫病理学， 総合的害虫管理， 人 ・ 家畜の 昆
虫学， 植物検疫 と 処理技術。

各部門 に は 5�10 の シ ン ポ ジ ウ ム ま た は ワ ー ク シ ョ ッ
プの テ ー マ が設 け ら れ， 延べ テ ー マ 数 は 150 余 り で あ っ
た 。 そ れぞれの テ ー マ に つ い て 約半 日 を か け て 話題提供
と 討論が行われた。 こ の よ う に し て 口頭発表 さ れた課題
数は 1 ， 550 題であ っ た 。 こ れ を 見 て も 明 ら か な よ う に ，

慎

見虫の基礎科学か ら 応用 科学 ま で広 い領域の発表が行わ
れた。 水稲害虫 の 防除技術の 改善 を 目 指 し て 日 頃研究 を
進め て い る 者 に と っ て ， 見虫学の領域 の 広 さ を 改 め て 感

じ さ せ ら れた 。 作物保護 に 関係 す る 発表 で は ， 果樹類，

麦， 大豆， イ モ 類， 牧草， 綿花， 熱帯作物 を扱 っ た も の

が多 く ， 水稲 に 関す る も の は非常 に 少 な か っ た 。

会議が晩夏の高温時 に 行わ れた た め か， シ ン ポ ジ ウ ム

の オ ル ガ ナ イ ザー な ど一部 を 除 き ， ほ と ん ど の 参加者 は
ノ ー ネ ク タ イ で T シ ャ ツ や ジ ー パ ン 姿 な ど， く だ け た

雰囲気であ っ た 。 発表会場で は ， 最近我が国 で も 見 ら れ
る よ う に な っ た 目 の醒 め る よ う な配色 の ス ラ イ ド を 用 い

て最少 の デー タ を 示 し ， 口頭で説明す る も の が多 く ， な

か に は デー タ フ リ ー で 1 桁の 単語数の文字 ス ラ イ ド で説
明 し て い る も の も あ っ た 。 か つ て 多 く の デー タ を 小 さ な

文字で示 し ， 判読 で き な い 図 表 に 出 会 う こ と が あ っ た

が， 発表方法 に つ い て 学ぶ と こ ろ が多 か っ た 。
ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン は パ ッ ソ 城塞の 中 に あ る 商品見本

市 を 行 う よ う な 広 い建物の 1， 2 階 を 用 い て 行わ れた 。

発表総数が 1 ， 690 課題 に 及 び， 1 課題 に つ い て 縦 2 m，

横 1 m の ボ ー ド が用 意 さ れ， 非常 に 規模 の 大 き な ポ ス
タ ー 発表会場 と な っ た 。 発表者 は 26�29 日 の 4 日 間，

13�14 時の 1 時間 ポ ス タ ー の 前 に 待機 し ， 参加者 と 質
疑応答す る 形式であ っ た 。 参加者 は 前 も っ て 発表 プ ロ グ
ラ ム か ら 目 的 と す る 課題 を 選 び， 迷路の よ う な 会場で発
表番号 を頼 り に ， 目 標 と す る ポ ス タ ー を探 し 出 さ な け れ
ばな ら な い と い う 状況であ っ た 。

我が固 か ら も シ ン ポ ジ ウ ム や ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン で多
く の発表が行わ れた。 私 ど も の研究室で は ツ マ グ ロ ヨ コ
ノ f イ の耐虫性利用 に 関連す る 3 課題 を ポ ス タ ー セ ッ シ ョ

ン で発表 し た 。 で き る だ け人 目 を 引 く よ う に 工夫 し て ポ
ス タ ー を作成 し た が， 大 き な会場で 目 立 つ こ と は な か な
か困難であ っ た 。

会議 4 日 目 の 28 日 21 時か ら ， 学会主催の オ ル ガ ン コ
ン サ ー ト が中世に建設 さ れた サ ン タ ク ロ ー チ ェ 教会 で催
さ れ， ま た ， 30 日 2 1 時か ら ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン が行わ

れた 会場で約 1 ， 500 人が参加す る 懇親会が イ ス 席 を 設 け

て 聞かれた。 フ ィ レ ン ツ ェ の あ る ト ス カ ー ナ地方の ワ イ

ン と 料理が準備 さ れ， 午前 l 時 に 自 由解散 と な っ た 。 こ
の よ う な催 し を 通 し て ， イ タ リ ア の歴史や文化 を 身近 に
感 じ る こ と がで き た 。
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